
編
集
後
記

平
成
２
９
年
７
月
３
１
日
発
行
「
第
３
９
期
・
園
芸
学
科

通
信
第
１
０
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
月
は
、
後
期
履
修
計
画
最
大
の
テ
ー
マ
「
大
学
祭
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が

文
化
委
員
長
を
は
じ
め
園
芸
学
科
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
り

大
成
功
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
祭
に
合
わ
せ
て

毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
と
竹
を
削
り
、
水
を
や
り
成
長
を
見
守
っ

た
努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
見
学
に
来
ら
れ
た
大
辻
先

生
や
松
原
先
生
を
捕
ま
え
て
の
特
別
授
業
も
あ
り
、
大
変
有

意
義
な
３
日
間
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
来
年
は
２
回
生

で
牽
引
す
る
年
で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
佳
）

滋賀県レイカディア大学・米原校
園芸学科情報委員会 発行

七
月
四
日
の
選
択
講
座
は
、
「
野
菜
づ
く
り

の
基
礎
」
と
し
て
・
土
つ
く
り
、
肥
料
の
役
割

と
分
類
、
畝
立
て
と
種
ま
き
を
。
ま
た
、
野
菜

を
品
種
ご
と
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
と
コ
ツ
を
中
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

講
師
の
松
原
治
夫
先
生
に
は
、
今
ま
で
果
樹

の
苗
選
び
や
植
え
付
け
、
施
肥
、
潅
水
な
ど
管

理
の
仕
方
を
学
び
、
果
樹
が
成
長
し
果
実
を
実

ら
せ
る
た
め
に
は
生
育
途
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
が
発
生
し
ま
す
。
病
気
や
害
虫
の
発
生
を
抑

え
る
こ
と
な
ど
果
樹
を
中
心
に
学
ん
で
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
「
野
菜
づ
く
り
の
基
礎
」
に
関

し
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
２
８
年
度
後
期
必
修
講
座
で
あ
る
『
滋

賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校
大
学
祭
』
が

滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
事
務
局
は
、
必
須
講
座
「
大
学
祭
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
位
置
づ

け
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
に
お
け
る
『
大
学
祭
の
位
置
づ
け
』
に
つ
い

て
、
必
須
講
座
「
学
校
行
事
」
の
一
環
で
学
習

成
果
の
「
発
表
の
場
、
実
践
の
場
」
と
な
る
こ

と
。
『
大
学
祭
の
目
的
』
に
つ
い
て
は
、
①
日

頃
の
学
び
を
発
表
・
実
践
し
そ
れ
ら
を
通
じ
て

学
習
を
よ
り
一
層
深
め
、
地
域
で
の
活
動
に
つ

な
げ
る
こ
と
。
②
他
学
科
の
卒
業
生
や
地
域
と

の
交
流
を
深
め
る
。
と
り
わ
け
卒
業
生
と
の
交

流
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
や
実
践
を
見
聞

き
し
、
お
互
い
の
活
動
を
理
解
し
学
び
合
う
こ

と
。
『
大
学
祭
取
り
組
み
の
方
向
性
』
に
つ
い

て
、
①
発
表
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
の
学
習
の

成
果
を
、
展
示
発
表
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
う

こ
と
。
②
実
践
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
の
学
習

成
果
を
活
か
し
た
実
践
の
場
を
設
け
、
学
生
自

ら
が
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

一
般
参
加
型
の
催
し
（
体
力
測
定
・
竹
細
工
づ

く
り
・
花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
）
で
自
主
的
に

表
現
す
る
こ
と
。
③
地
域
と
の
交
流
を
よ
り
深

め
る
た
め
に
大
学
祭
の
全
期
間
を
公
開
と
す
る

こ
と
。
『
大
学
祭
の
構
成
』
に
つ
い
て
、
第
１

日
（
必
修
講
座
）
に
つ
い
て
は
、
展
示
の
準
備

と
展
示
の
発
表
で
、
学
習
成
果
を
ク
ラ
ス
ご
と

に
発
表
す
る
。
第
２
日
（
自
主
活
動
日
）
は
、

学
習
成
果
を
活
か
し
た
実
践
の
場
と
し
ま
す
。

■
選
択
講
座

「
野
菜
づ
く
り
の
基
礎
」
■

～

土
つ
く
り
・
肥
料
・
種
ま
き

～

講
師

松
原

治
夫

氏
松原講師から野菜づくりの基礎について
野菜個々の特徴と作り方の説明を受ける

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
・
米
原
校ま

た
、
第
３
日
（
必
修
講
座
）
は
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
（
学
習
成
果
の
発
表
）
で
、
い
ず
れ
も

３
日
間
を
通
じ
て
、
卒
業
生
の
活
動
発
表
（
展

示
・
実
践
）
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
表
も
含
め
て

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
大
学
祭
の
役
割
』
に

つ
い
て
は
、
①
学
生
に
つ
い
て
は
、
文
化
委
員

が
中
心
と
な
っ
て
、
具
体
的
な
企
画
・
運
営
を

行
い
、
文
化
委
員
会
の
決
定
事
項
に
基
づ
い
て

全
学
生
が
協
力
し
準
備
を
進
め
る
。
②
事
務
局

に
つ
い
て
は
、
大
学
祭
の
趣
旨
を
提
示
し
、
外

部
と
の
諸
調
整
等
を
行
う
。
③
サ
ポ
ー
ト
隊
に

つ
い
て
は
、
卒
業
生
の
活
動
発
表
に
つ
い
て
の

協
力
。
そ
の
他
学
生
や
事
務
局
の
依
頼
に
基
づ

き
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
。

第
３
９
期
園
芸
学
科
生
一
同
も
、
事
務
局
が
指

示
し
た
内
容
を
踏
ま
え
、
上
野
清
治
文
化
委
員
長

を
中
心
に
大
学
祭
の
準
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
大
学
祭
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め

に
、
文
化
委
員
を
中
心
に
、
４
項
目
（
学
習
成
果

・
企
画
運
営
・
広
報
・
余
興
）
に
役
割
分
担
が
必

要
と
考
え
、
ク
ラ
ス
活
動
や
休
憩
時
間
を
利
用
し

て
人
選
を
行
い
ま
し
た
。

①
学
習
成
果
（
５
名
）
：
上
野
文
化
委
員
長

水
原
学
科
長
・
北
村
・
北
川
・
藤
本

②
企
画
と
運
営
（
８
名
）
：
山
川
文
化
委
員

須
田
・
杉
村
・
今
堀
・
大
町
・
桂
田

森
・
川
﨑

③
広
報
（
６
名
）
：
宇
野
文
化
委
員
・
廣
田

田
中
副
学
科
長
・
北
川
・
北
村
・
藤
本

④
余
興
（
５
名
）
：
鎌
田
文
化
委
員
・
前
田

川
村
・
清
水
・
植
谷

以
上
の
よ
う
に
役
割
分
担
を
行
い
そ
れ
ぞ
れ
が
決

め
ら
れ
た
項
目
ご
と
に
諸
準
備
ス
タ
ー
ト
が
し
ま

し
た
。
ま
た
、
企
画
行
事
に
向
け
て
の
取
り
組
み

に
関
し
て
は
、
「
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
企
画
と
催
し

や
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
企
画
と
催
し
」
の
内
容
に
つ
い

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て

は
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
風
車
つ
く
り
」
と
「
竹

細
工
の
花
筒
づ
く
り
」
に
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
企
画
と
催
し
に
つ
い
て
は
、
花
の

苗
（
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
）
、
コ
ー
ス

タ
ー
、
立
体
折
り
紙
（
蓮
の
花
）
、
竹
と
ん
ぼ
、

「
や
じ
ろ
べ
え
」
や
山
桜
を
利
用
し
た
「
バ
ー
ド

コ
ー
ル
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
で
大
学
祭
の
準

備
は
整
い
本
番
を
待
つ
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２
９
年
７
月
２
６
日
、
大
学
祭
の
会
場
で

あ
る
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
に
は
、
準
備

で
集
ま
っ
た
第
３
９
期
園
芸
学
科
生
が
集
合
し
ま

し
た
。
展
示
す
る
た
め
に
、
各
自
が
持
ち
寄
っ
た

花
の
苗
や
竹
細
工
な
ど
を
会
場
に
運
び
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
い
た
場
所
に
展
示
し
ま
し
た
。

大
学
祭
は
、
７
月
２
６
日
、
２
７
日
、
２
８
日

の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
祭
の
ね
ら
い

に
つ
い
て
は
、
『
日
頃
の
学
び
を
発
表
・
実
践
し

そ
れ
ら
を
通
じ
て
学
習
を
よ
り
一
層
深
め
る
。
在

校
生
と
卒
業
生
が
互
い
の
活
動
を
理
解
し
学
び
合

う
。
ご
家
族
や
地
域
の
方
、
大
学
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
に
も
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
』
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
３
９
期
園
芸
学

科
は
、
『
縁
迎
（
園
芸
）
の
人
と
の
出
会
い
に
感

謝
』
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

会
場
内
の
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
毎
月
発
行
し
て

お
る
「
園
芸
学
科
通
信
」
の
創
刊
号
か
ら
第
９
号

ま
で
の
展
示
を
は
じ
め
、
絵
手
紙
、
鉄
道
写
真
、

刺
繍
、
苔
玉
写
真
、
立
体
折
り
紙
蓮
の
花
等
、
各

自
が
取
り
組
ん
だ
作
品
を
並
べ
ま
し
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
よ

る
風
車
つ
く
り
」
体
験
や
「
竹
細
工
に
よ
る
花
筒

つ
く
り
」
体
験
を
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
「
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花

の
苗
」
「
桜
の
木
で
作
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
バ
ー

ド
コ
ー
ル
」
「
竹
と
ん
ぼ
」
「
新
聞
紙
で
作
っ
た

花
入
れ
袋
」
「
立
体
折
り
紙
、
蓮
の
花
」
な
ど
を

来
場
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
配
布
、
大
変
好

評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

園芸学科生の出展ブース

展示するため各自が持ち寄った作品を仮置きする

園芸学科生の出展ブース

竹
細
工
に
よ
る
花
入
れ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
風

車
を
作
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
連
れ
の
参

加
が
多
く
、
特
に
、
園
芸
学
科
生
と
一
緒
に
ノ
コ

ギ
リ
や
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
花
入
れ
に
取
り
組
ん
だ

子
供
が
作
業
す
る
様
子
を
、
テ
レ
ビ
局
が
撮
影
す

る
こ
と
な
ど
、
み
ん
な
終
始
笑
顔
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

竹細工の体験をテレビ撮影

大
学
祭
の
最
終
日
は
、
必
修
講
座
「
ス
テ
ー
ジ

発
表
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
園
芸
学
科
で

は
、
「
き
ゃ
ん
せ
の
森
」
「
神
明
公
園
」
「
教
林

坊
」
「
長
浜
ド
ー
ム
」
「
青
岸
寺
」
等
で
剪
定
の

実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。
剪
定
に
当
た
っ
て
講
師

か
ら
、
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
樹
木
の
剪
定
を
実
際

に
行
い
学
び
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
は
、
実
践
し

た
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
課
題
の
タ
イ
ト

ル
は
「
剪
定
作
業

木
を
診
る
・
木
を
知
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
水
原
学
科
長
が
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
３
９
期
生
（
さ
く
ら
会
）
の
紹

介
、
園
芸
学
科
入
学
の
動
機
、
剪
定
実
習
と
講
師

の
指
導
内
容
、
学
習
内
容
で
感
じ
た
こ
と
、
ま
と

め
た
こ
と
を
１
５
分
で
発
表
し
ま
し
た
。

田中副学科長の指揮で「琵琶湖周航の歌」の大合唱

松原講師及び大辻講師による特別講義


